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～プール開きを行いました！～
６月１７日(水)、やや肌寒い中ではありましたが、無事にプール開きを行いま

した。雷が心配されたため、２・５年生は１校時、１・３・４・６年生は２校時に入っ
たのですが、子どもたちは今年初めてのプールに大きな歓声を上げていまし
た。特に、１年生の中には大きなプールで泳ぐのが初めてで、どきどきしていた
子どももいたようですが、頼もしい６年生にお世話をしてもらい、にこにこした笑
顔が見られました。プール開きにあたって、お掃除をがんばってくれた３～６年生
の皆さん、ありがとうございました。また、子どもたちによるプール清掃の前日に
は、前もってプールの水を落とし、清掃をしているのですが、今年も学習支援サ
ポーターさんが何名も来てくださいました。たくさんの濡れた落ち葉を拾い集
め、たまったヘドロを流すのは大変な作業ですが、皆さん「子どもたちのため
に」と何時間も手伝っていただきました。「感謝、感謝」です。

【学校支援サポーターの方々】 【６年生 清掃後のプールで】 【壁をきれいに】

貴重な経験がたくさんできた６年生
６年生は、１１日(木)にドローン教室、２３日(火)に福岡市博物館・高等裁

判所への社会科見学、２５日(木)に租税教室がありました。 特に、高等裁判
所での模擬裁判は子どもたちが司法に触れる第一歩になったようです。どの
学習でも大きな学びがあった６月でした。

◆児童育成委員さんを中心とした保護者の皆さん
から、８日(月)、１２日(金)に読み聞かせをしてい
ただきました。素敵な本の世界に浸っていた子ど
もたちでした。朝のご多用な時間に、ありがとう
ございました。また、秋の読み聞かせを楽しみに
しています。 【チャレンジサイエンスの様子】 【オレンジリングづくり】

大雨に伴う登下校へのご協力ありがとうございました。

５月のお便りでは、ドバイから体験入学に来ている
ニコルソン・きあらさんとニコルソン・れいらさんを紹介
しましたが、６月から、新たなお友達が５名、体験入学
に来てくれていますので、紹介いたします。
★台湾からのお友達
６年生…古賀まいかさん
３年生…古賀えいとさん・古賀ゆうとさん

★アメリカからのお友達
６年生…ラフォーフ・さくらさん
４年生…ラフォーフ・くらのすけさん

ラフォーフさんたちは７月３日(金)まで、古賀さんたちは７月１０日(金)までみ
んなと過ごす予定です。チームズを使った全校朝会で自己紹介をした５人は、
ちょっぴり緊張した様子でしたが、一昨年からの体験入学で、子どもたちとあっ
という間に仲良くなり、楽しそうに過ごしています。また、来年も来てくれることを
待っています。

６月５日(金) チャレンジサイエンス(５年生)
チャレンジサイエンス教室は、理数教育の一環として、柳川市が長く行って

いる事業です。今年は「柳河小」の実施年となっていたため、福岡教育大学
の伊藤克治先生が講師として来てくださり、５年生が一緒に学習しました。
実験を通して「光」の不思議について学んだ子どもたちはきらきらと目を

輝かせていました。理科の楽しさに触れ、興味をもった子どもたちの中から、
未来の科(化)学者が誕生するかもしれませんね。最後に行った空気砲の実
験は、４年生と６年生も見せていただき、大盛り上がりでした。

６月１６日(火) 認知症サポーター養成講座(５年生)
この学習では、認知症になられた方たちへの理解を深めるとともに、もし

認知症の方が困られていたらどのような接し方ができるのか、自分たちにで
きることは何なのかを考えました。そして、高齢者ふれあい体験では、たくさ
ん来てくださった高齢者の方々に教えていただきながら、「オレンジリング」を
作りました。このリングには「温かい気持ちで応援します。」という思いが込
められているそうです。どちらの学習でも、5年生の子どもたちが真剣に取り
組む姿が見られ、講師の先生方からもたくさん褒めていただきました。


